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          平成２９年土佐清水市議会定例会９月会議会議録 

第１日（平成２９年 ９月 ４日 月曜日） 

～～～～・～～～～・～～～～ 

議事日程 

 日程第１ 審議期間の決定 

 日程第２ 会議録署名議員の指名 

 日程第３ 議案第４２号 平成２９年度土佐清水市一般会計補正予算（第４号）について 

      議案第４３号 平成２９年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

             １号）について 

      議案第４４号 平成２９年度土佐清水市介護保険特別会計補正予算（第２号）に 

             ついて 

      議案第４５号 平成２８年度土佐清水市一般会計歳入歳出決算の認定について 

      議案第４６号 平成２８年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

             の認定について 

      議案第４７号 平成２８年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の 

             認定について 

      議案第４８号 平成２８年度土佐清水市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

             ついて 

      議案第４９号 平成２８年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計歳入 

             歳出決算の認定について 

      議案第５０号 平成２８年度土佐清水市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算 

             の認定について 

      議案第５１号 平成２８年度土佐清水市再生可能エネルギー事業特別会計歳入歳 

             出決算の認定について 

      議案第５２号 平成２８年度土佐清水市水道事業会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

      議案第５３号 平成２８年度土佐清水市水道事業会計未処分利益剰余金の処分に 

             ついて 

      議案第５４号 土佐清水市立学校給食センター設置に関する条例の制定について 

      議案第５５号 市道路線の廃止について 

      議案第５６号 市道路線の認定について 

      議案第５７号 幡多広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更及び幡多広 
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             域市町村圏事務組合規約の一部変更について 

      議案第５８号 工事請負契約金額の変更について 

～～～～・～～～～・～～～～ 

本日の会議に付した事件 

 日程第１から日程第３まで 

～～～～・～～～～・～～～～ 

議員定数 １２人 

現在員数 １２人 

～～～～・～～～～・～～～～ 

出席議員 １２人 

   １番  甲 藤   眞 君           ２番  田 中 耕之郎 君 

   ３番  細 川 博 史 君           ４番  前 田   晃 君 

   ５番  浅 尾 公 厚 君           ６番  森   一 美 君 

   ７番  小 川 豊 治 君           ８番  西 原 強 志 君 

   ９番  永 野 裕 夫 君          １０番  岡 﨑 宣 男 君 

  １１番  仲 田   強 君          １２番  武 藤   清 君 

～～～～・～～～～・～～～～ 

欠席議員  なし 

～～～～・～～～～・～～～～ 

事務局職員出席者 

  議 会 事 務 局 長  窪内 研介 君    局 長 補 佐  伊藤 牧子 君 

  議 事 係 長  前田 利実 君    主 事 補  仮谷 太志 君 

  主 幹  畑山明日香 君 

～～～～・～～～～・～～～～ 

出席要求による出席者 

市 長 泥谷 光信 君 副 市 長 磯脇 堂三 君 

会 計 管 理 者 兼 

会 計 課 長 
横山 周次 君 

税 務 課 長 兼 

固定資産評価員 
中山  優 君 

企 画 財 政 課 長 横山 英幸 君 総 務 課 長 野村 仁美 君 

危 機 管 理 課 長 岡田 敦浩 君 消 防 長 上原 由隆 君 
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消 防 次 長 兼 

消 防 署 長 
宮上 眞澄 君 健 康 推 進 課 長 戎井 大城 君 

福 祉 事 務 所 長 徳井 直之 君 市 民 課 長 中津 恵子 君 

環 境 課 長 兼 

清掃管理事務所長 
田村 善和 君 まちづくり対策課長 早川  聡 君 

観 光 商 工 課 長 倉松 克臣 君 
農林水産課長兼 

農業委員会事務局長 
二宮 眞弓 君 

水 道 課 長 楠目  生 君 じ ん け ん 課 長 小松 高志 君 

特別養護老人ホーム 

し お さ い 園 長 
山本 弘子 君 収 納 推 進 課 長 田村 光浩 君 

教 育 長 弘田 浩三 君 学 校 教 育 課 長 中津 健一 君 

生 涯 学 習 課 長 弘田  条 君 

教育センター所長兼 

少年補導センター 

所 長 

亀谷 幸則 君 

選挙管理委員会 

事 務 局 長 
沖 比呂志 君 監査委員事務局長 文野 喜文 君 

～～～～・～～～～・～～～～ 

          午前１０時００分   開  議 

○議長（仲田 強君） おはようございます。定刻でございます。 

 ただ今から平成２９年土佐清水市議会定例会９月会議を開きます。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１、「審議期間の決定」を議題といたします。 

 ９月会議の審議期間につきましては、議会運営委員会でご審議を願っておりますので、この

際、議会運営委員会委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員会委員長 永野裕夫君。 

          （議会運営委員会委員長 永野裕夫君登壇） 

○議会運営委員会委員長（永野裕夫君） 皆さん、おはようございます。 

 ただ今、議題となっております９月会議の審議期間につきましては、８月２８日開催の議会

運営委員会におきまして、議案等を勘案しながら慎重に審議を重ねた結果、本日から９月

２６日までの２３日間と決しました。 

 審議期間中の日程といたしましては、本日は審議期間の決定、議案の上程の後、市長の提案

理由説明及び所管課長等による内容説明を行います。 

 また、９月１１日は、議案に対する質疑及び一般質問を行い、９月１２日及び１３日は一般

質問を行います。 



 

－ 4 － 

 ９月１４日、２０日及び２１日は予算決算常任委員会を、１５日は総務文教常任委員会を、

１９日は産業厚生常任委員会をそれぞれ開催、最終日９月２６日に本会議を開催し、各委員長

の報告後、質疑、討論、採決を行い、全日程を終了いたしたいと思います。 

 以上報告いたします。 

○議長（仲田 強君） お諮りいたします。 

 ９月会議の審議期間は、議会運営委員会委員長の報告のとおり、本日から９月２６日までの

２３日間といたしたいと思います。 

 これにご異議の方はございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（仲田 強君） ご異議なしと認めます。 

 よって、９月会議の審議期間は本日から９月２６日までの２３日間と決しました。 

 日程第２、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により５番浅尾公厚君、６番森 一美君を指名

いたします。 

 この際、議会事務局長に諸般の報告をいたさせます。 

 議会事務局長。 

          （議会事務局長 窪内研介君登壇） 

○議会事務局長（窪内研介君） おはようございます。 

 ６月会議以降の諸般の報告を申し上げます。 

 まず初めに、各委員会の活動状況についてご報告いたします。 

 総務文教常任委員会は３回開催し、うち７月１２日には、本山町及び梼原町・梼原学園を訪

問し、同居連携型中高一貫教育及び小中一貫教育について視察を行いました。 

 産業厚生常任委員会及び予算決算常任委員会は１回開催、議会運営委員会は２回開催し、

８月２８日には９月会議の日程等について協議を行いました。 

 また、議会だより編集委員会を１回開催し、８月１日に議会だより第１０２号を発行いたし

ました。 

 次に、本市への行政視察について申し上げます。 

 ８月２２日、四万十市議会議会運営委員会一行１１名が、「予算決算委員会について」の調

査のため来局いたしました。 

 次に、その他の主な件について、日を追って申し上げます。 

 ６月３０日、高知市議会正副議長が就任の挨拶のため来局し、正副議長が応対。 

 ７月２日、竜串桜浜海水浴場の海開きが行われ、議長が出席。 
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 ７月５日、全国市議会議長会・国と地方の協議の場等に関する特別委員会が東京都で開催さ

れ、議長が出席。 

 ７月１２日、土佐清水ワールド４号店開店式典が神戸市で開催され、議長が出席し祝辞を述

べました。 

 ７月１４日、平成２９年度土佐くろしお鉄道中村・宿毛線運営協議会定期総会が四万十市で

開催され、議長及び総務文教常任委員会委員長が出席。 

 ７月２０日、全国森林環境税創設促進議員連盟第２４回定期総会が、高知市で開催され、議

長が出席。 

 ７月２２日、土佐西南大規模公園人工芝グラウンド竣工式が黒潮町で開催され、副議長が出

席。 

 ７月２４日、平成２９年度幡多６市町村議会議長懇談会が宿毛市で開催され、議長が出席。 

 ７月２６日、ジョン万次郎ＮＨＫ大河ドラマ化実現実行委員会が開催され、議長が出席。 

 ７月２７日、高知県日華親善協会懇親交流会が高知市で開催され、議長が出席。 

 ７月２８日、市議会定例会７月会議が開催されましたことは、ご承知のとおりであります。 

 ８月２日、四国横断自動車道高知県建設促進期成会平成２９年度通常総会及び整備促進大会

が四万十市で開催され、議長が出席。 

 ８月３日、第２８回四国西南サミットが本市で開催され、議長及び事務局長が出席し、議長

が、開催地の議長として挨拶を行いました。 

 ８月４日、平成２９年度県道中村宿毛線整備促進期成同盟会が三原村で開催され、議長が出

席。 

 ８月１２日、第５６回市民祭あしずりまつりが開催され、議長が出席。 

 ８月２４日、第１３１回高知県市議会議長会臨時総会が須崎市で開催され、議長及び事務局

長が出席。 

 ８月２６日、下川口集落活動センター設立委員会が開催され、議長が出席し祝辞を述べまし

た。 

 ８月２８日、平成２９年度国道３２１号改良促進期成同盟会総会が開催され、議長が出席。 

 次に、報告書の提出についてであります。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項に基づく「教育委員会の点検・評

価の報告書」が８月４日に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項に基づく

「健全化判断比率等報告書」が８月２２日に、それぞれ議長に提出されましたので、本日、皆

さんに配付いたしました。 

 次に、休会中の議員派遣についてご報告いたします。 
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 ７月１４日、平成２９年度土佐くろしお鉄道中村・宿毛線運営協議会定期総会が四万十市で

開催され、総務文教常任委員会委員長が、また７月２０日高知市で、高知県市議会議長会、高

知県町村議会議長会及びこうち人づくり広域連合が共同で開催した平成２９年度市町村議会議

員研修に４名の議員が派遣されております。 

 次に、提出議案について申し上げます。 

 ９月会議に提出されております案件は、議案第４２号「平成２９年度土佐清水市一般会計補

正予算（第４号）について」から議案第５８号「工事請負契約金額の変更について」までの議

案１７件であります。 

 これらの案件名につきましては、議案つづりのとおりでありますので、省略させていただき

ます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

○議長（仲田 強君） 諸般の報告は終わりました。日程第３、市長提出議案第４２号「平成

２９年度土佐清水市一般会計補正予算（第４号）について」から議案第５８号「工事請負契約

金額の変更について」までの議案１７件を一括議題といたします。 

 この際、提出者に提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

          （市長 泥谷光信君登壇） 

○市長（泥谷光信君） おはようございます。 

 本日ここに、平成２９年土佐清水市議会定例会９月会議の開催に当たり、市政の課題等につ

きまして、所信の一端を申し述べますとともに、平成２９年度土佐清水市一般会計補正予算

（第４号）を初めとする議案等についてご説明申し上げ、議員の皆様及び市民の皆様にご理解

とご協力をお願いいたします。 

 まず、集落活動センターの取り組みについてであります。地域を盛り上げようと取り組みを

進めてまいりました下川口集落活動センターの設立委員会が、８月２６日、「下川口浦憩いの

家」で開催されました。 

 当日は、「高知県集落活動センター連絡協議会」会長で、土佐町の「集落活動センターいし

はらの里」の会長を務める筒井会長や仲田土佐清水市議会議長、高知県や関係団体の皆様のほ

か、地域の皆様も含めると５０人を超える方々にご出席いただき、大変にぎやかな設立の会と

なりました。 

 この設立委員会では、「集楽活動センター下川口家」の規約、委員、役員、事業計画も示さ

れ、全ての議案が承認、「住民の絆の力を磨き、住民主体による持続可能な集落づくりを図り、

下川口を、夢があり次世代につながる輝く地区にしていく事を目的とする」ことを確認し、選
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任された溝渕会長より「集楽活動センター下川口家」の設立が宣言されました。 

 また、設立宣言のあと、筒井会長より、「集落活動センターいしはらの里」での取り組みな

どについてご紹介をいただくとともに、「集楽活動センター下川口家」設立までの２年以上に

わたる歩みが、スライドで紹介されたところです。 

 その後開催された懇親会にも大勢の方が参加され、今後、更に「下川口家」をよりよいもの

にするよう交流を深めたところであります。 

 「下川口家」は、「仕事をつくる・お金をかせぐ」部会、「環境を守る・災害から身を守

る」部会、「絆をつくる・伝統を守る」部会、「生活を楽にする・皆で支え合う」部会の４つ

の部会で構成され、それぞれの部会で直販市や高齢者等への配食サービス、避難訓練に関する

取り組み、地区別運動会の復活、高齢者の見守り活動などに取り組むこととしており、１１月

３日には早速、地区別運動会を開催する予定とのことです。 

 「集楽活動センター下川口家」の「集楽」の「らく」の字には「楽しい」の「らく」の字が

あてられ、「楽しく活動する」という地域の皆様の思いが込められております。地域の皆様が

みずから「地域への愛着・誇り」を感じられる喜びは、今後の活動に生きてくると思いますし、

集落活動センターは地域に活力をもたらす、過疎に負けない大切な取り組みの一つであります。 

 これまで、何度も何度も会を重ね、県内の先進地視察、ゴールデンウイークの直販市など、

「下川口家」設立のため準備を進めてきた地域の皆様のご尽力に感謝を申し上げるとともに、

今後も地域の皆様とともに地域が元気になる取り組みを推進し、さらに、ほかの地域へも波及

させていきたいと考えておりますので、これまで以上に皆様のご協力をお願いいたします。 

 次に、ジョン万次郎の縁で姉妹都市盟約を締結している沖縄県豊見城市と今年もスポーツ交

流を通じ親睦を深めました。 

 今年は、豊見城市の少年野球チームが、「あしずりまつり」に合わせての来清予定でありま

したが、台風５号の影響により、３週間後の８月２５日から８月２８日の日程で本市を訪れま

した。 

 カツオのたたきづくり体験や、足摺岬観光、ジョン万次郎資料館見学などの自然文化交流の

あと、２７日には「第３０回郵ＹＯＵ杯少年野球大会」が開催され、野球を通しての交流を深

めたところであります。 

 試合は熱戦の結果、土佐清水ファイターズが優勝を飾り幕をおろしましたが、その後開催さ

れたスポーツ交流懇親会において、さらに豊見城市の皆様と親睦を深めたところです。 

 また、今年は１０月７日に同じく姉妹都市であるアメリカ・マサチューセッツ州フェアヘー

ブンで「第１６回ジョン万祭り」が開催されます。 

 １４歳で漂流したジョン万次郎が、アメリカの捕鯨船ジョン・ハウランド号に救助された後、
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ホイットフィールド船長の好意によりフェアヘーブンで勉学に励み、捕鯨船で乗組員として活

躍するまでの青年期を過ごしたことを記念し、フェアヘーブンの人々が日本の文化の紹介や日

米の友好・交流を目的として２年に１度開催をしておりますが、今年度はフェアヘーブン、ニ

ューベッドフォードと姉妹都市盟約３０周年の節目の年でもあり、私も１０月５日から７日間

の日程で、仲田議長や土佐清水市姉妹都市友好協会の程岡会長とともに参加をいたします。 

 これまでの３０年にも及ぶ両都市との姉妹都市交流の歴史を大切にし、今後においても、ジ

ョン万次郎の縁により結ばれた友情を一層、育みながら、ジョン万国際ネットワークの構築、

情報発信の強化につなげていきたいと思っております。 

 次に８月８日、土佐清水市役所におきまして、県下５例目となる「社会福祉法人土佐清水市

社会福祉協議会及び日本赤十字社高知県支部の包括的な連携並びに当該連携に対する土佐清水

市の支援に関する協定」の締結式が行われました。 

 市民に対する防災、減災、被災者への対応、ボランティア活動の強化など、土佐清水市社会

福祉協議会と日本赤十字社高知県支部が、包括的な連携協力のもとに活動を展開し、土佐清水

市がその活動を支援することによって、市民の安心・安全及び福祉の向上につなげていくこと

を目的としています。 

 この協定締結によって災害時に備え、さらに関係機関と連携・協力を深め取り組んでまりま

す。 

 次に、７月末から８月中旬にかけて、在職年数別の職員との意見交換を初め、各課との課題

別協議を２９グループに分けて実施いたしました。 

 本年４月の新規採用職員を初め、若手職員との意見交換会におきましては、公務員として仕

事に向き合う姿勢や目標について意見を求め、さらに、市民のために仕事に取り組むことを要

請したところです。 

 また、各課との協議の中では、各課における重点課題や今後の取り組み方針などにつきまし

て意見交換を行いましたが、建設的な意見も多く出され、今後も定期的に開催する中で市政の

課題を全職員で共有し、職員１人１人が問題意識を持って地域や職場の課題に対し力を合わせ

市民福祉の向上、地域の活性化に向け取り組んでいきたいと思います。 

 次に、昨日開催しました「土佐清水市総合防災訓練」についてご報告いたします。 

 今回の訓練は、前日の９月２日、午前８時５４分に南海トラフ地震が発生したことを想定し、

職員の安否確認に始まり大津波警報が解除された発災後２４時間が経過して各機関に関係者が

参集している状況からスタート。 

 まずメーン会場では、災害対策本部「情報伝達・共有訓練」として、災害発生直後の土佐清

水市の全容を把握する訓練に始まり、四国電力に一刻も早い電源復旧を依頼する「配電線応急
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復旧訓練」、渭南病院と災害時連携協定を結んでいる、鹿児島「米盛病院」及び福岡「和白病

院」から協力していただいた「ヘリ搬送訓練」では、負傷者を広域搬送するための「ヘリ離発

着訓練」や「搬送給油訓練」を実施しました。 

 新しい訓練としては、警察検視班による「身元確認・検視訓練」やサテライト会場の清水中

学校では、今回の訓練初参加となった清水中学校・清水高校の生徒及び土佐清水市社会福祉協

議会による「避難所開設運営訓練」「物資輸送訓練」「ボランティアセンター運営訓練」「医

療救護所開設運営訓練」「給水訓練」「通信応急復旧訓練」が行われたところです。 

 さらにメーン会場では、関西空港海上保安航空基地から離陸した固定翼航空機から連絡を受

け、情報共有する「情報伝達訓練」や清医会による「救護病院開設訓練」、航空自衛隊土佐清

水通信隊情報収集部隊による「要救護者搬送訓練」、消防団・女性防火クラブによる「水防工

法訓練」「初期消火訓練」、そして最後は大規模災害の発生を想定して、ミキサー車からの補

給を受けながら消火活動に当たる「一斉放水訓練」と続き、関係者約８００人が参加してこれ

までにない大規模な実践的な訓練を実施することができました。 

 この経験を生かし、災害時に適格かつ迅速な対応ができる判断力と行動力をさらに培い、い

ざという時の心構えと日ごろからの備えを怠らず、来るべき「南海トラフ地震・津波」へ立ち

向かってまいりましょう。 

 今年の総合防災訓練にご協力くださいました航空自衛隊土佐清水通信隊、中村警察署清水警

察庁舎、土佐清水海上保安署、高知県幡多地域本部、高知県幡多福祉保健所、土佐清水消防団、

女性防火クラブ、四国電力株式会社、ＮＴＴグループ、ＬＰガス協会土佐清水支部、清水コン

クリートサービス株式会社、清医会、渭南ＤＭＡＴ、米盛病院、和白病院、土佐清水市社会福

祉協議会、自主防災会、清水中学校、清水高校など参加機関及び団体の皆様方に対しまして、

心より感謝とお礼を申し上げます。 

 まことにありがとうございました。 

 続きまして、ご寄附の報告をさせていただきます。 

 東京在住の濱﨑洸一様から土地のご寄附をいただいたほか、高知県ＬＰガス協会土佐清水支

部様から災害時等に活用してほしいとガス炊飯器３台を寄贈いただきました。この場をお借り

いたしまして厚く感謝申し上げます。 

また、土佐清水ライオンズクラブ様からは、昨年に引き続き市内の赤ちゃんが誕生したご家

庭に対し、「土佐清水市に生まれてくれてありがとう」の気持ちを込めて写真アルバム６０冊

を寄贈していただきました。所管課を通じ各家庭へお渡しいたします。 

 まことにありがとうございました。この場をお借りいたしまして厚く感謝申し上げます。 

 それでは、ご提案申し上げました各案件につきまして、ご説明申し上げます。 
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 議案第４２号から第４４号までの３件は、平成２９年度予算にかかる補正予算案であります。 

 一般会計補正予算（第４号）は、小・中学校教育情報セキュリティ強靭化に伴う委託料など、

「子育て・教育環境の充実」予算といたしまして計2,７７８万8,０００円、産業振興促進総合

支援事業費補助金３３６万2,０００円、冷凍保管施設設計業務委託料１７０万円など、「基幹

産業の復興と雇用対策」予算といたしまして計８７３万6,０００円、防災行政無線支柱移転委

託事業９７０万円など、「南海地震・津波対策」予算といたしまして、計1,１７０万円を計上

しております。このほかにも、老人保護措置委託料５４２万7,０００円、障害福祉サービスシ

ステム改修事業１７８万2,０００円、産前・産後ケア体制づくり事業３５万円などに、本年

４月の人事異動に伴う人件費の調整を含めまして、歳入歳出それぞれ合計7,８５３万

7,０００円を補正計上し、一般会計予算総額は１０８億6,４７１万4,０００円となります。 

 特別会計では、２会計につきまして補正予算案を計上させていただきました。 

 国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、本年４月の人事異動に伴う人件費の調整

によるものです。 

 介護保険特別会計補正予算（第２号）は、本年４月の人事異動に伴う人件費の調整及び平成

２８年度事業費確定に伴う返還金等を計上しております。 

 議案第４５号から議案第５２号までの８件は、平成２８年度土佐清水市一般会計歳入歳出決

算と、各特別会計の歳入歳出決算の認定についてであります。 

 議案第５３号は、平成２８年度土佐清水市水道事業会計の剰余金の処分につきまして、議決

を求めるものであります。 

 議案第５４号は、土佐清水市立学校給食センターを設置するため、新たに条例を制定するも

のであります。 

 議案第５５号は道路法第１０条第３項に基づいた市道路線の廃止、議案第５６号は、道路法

第８条第２項に基づいた市道路線の認定につきまして、それぞれ議決を求めるものであります。 

 議案第５７号は、幡多広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の追加及び規約の変更につ

いて、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第５８号は、「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例」に基

づき、工事請負契約金額の変更につきまして、議会の議決を求めるものであります。 

 以上をもちまして、議案提出に当たっての私からの説明を終わらせていただきます。なお、

細部につきましては、所管課長から説明をいたしますので、何とぞご審議の上、適切な議決を

賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（仲田 強君） 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 
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 ただ今から、予算案及び条例案等に対する内容説明を求めたいと思います。 

 これにご異議の方はございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（仲田 強君） ご異議なしと認めます。 

 よって、予算案及び条例案等に対する内容説明を求めることに決しました。 

 議案第４２号「平成２９年度土佐清水市一般会計補正予算（第４号）について」及び議案第

４３号「平成２９年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について」説

明を求めます。 

 企画財政課長。 

          （企画財政課長 横山英幸君登壇） 

○企画財政課長（横山英幸君） おはようございます。 

 議案第４２号「平成２９年度土佐清水市一般会計補正予算（第４号）について」ご説明いた

します。 

 歳出から、説明いたします。 

 補正予算書の１７ページをお願いいたします。 

 初めに、各目に計上いたしました２節給料、３節職員手当等、４節共済費につきましては、

今年度４月の人事異動による現在の職員配置に伴う人件費の補正及び法改正に伴う非常勤職員

の社会保険料を補正するものでありますので、説明は省略させていただきます。また、１款

１項１目議会費につきましては、議員１名の辞職に伴う人件費の減額も含んでおります。 

 次に、２款１項７目企画振興費、１９節負担金、補助及び交付金集落整備事業補助金５１万

8,０００円は、長野地区集会所の利便性の向上を図るため、調理場などの改修に要する経費の

２分の１を補助するものであります。 

 １１節情報企画費、１３節委託料1,３１３万4,０００円は、社会保障・税番号制度（マイナ

ンバー法）にかかるシステム改修委託料であります。財源につきましては、国庫補助金を見込

んでおります。 

 １２節がんばる地方推進費につきましては、１８ページの１５節工事請負費以外の経費

８１８万3,０００円の減額は、企画財政課で新たに地域おこし協力隊を４月より２名雇用する

予定でありましたが、雇用に至らず今年度は雇用を見送ることとしたため、人件費及び活動経

費等について減額するものであります。 

 １８ページをお願いいたします。 

 同じく、１２目がんばる地方推進費、１５節工事請負費４８万6,０００円は、現在お試し移

住施設としても活用している「じんべえ館」の施設内に、自動火災報知設備を設置するもので、
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「旅館等に関わる消防法令」の改正に伴い、平成３０年３月末までに設置が義務づけられたこ

とによるものであります。 

 １３目財政管理費、２５節積立金2,１４０万2,０００円は、平成２８年度実質収支額

4,２８０万2,０００円の２分の１以上を財政調整基金へ積み立てするものであります。 

 １９ページをお願いいたします。 

 ３款１項２目障害福祉費、１３節委託料１７８万2,０００円は、障害者総合支援法及び児童

福祉法の改正に伴うシステム改修委託料であります。財源につきましては、国庫補助金２分の

１と県補助金４分の１を見込んでおります。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 ３款１項３目老人福祉費、１３節委託料５４２万7,０００円は、本市から四万十市の「養護

老人ホーム白藤園」に入所している方々に対する措置委託料で、当初予算計上時から入所者が

３名増となったことに伴い増額補正するものであります。 

 ７目介護保険対策費、２８節繰出金１５９万8,０００円の減額は、今年度４月の人事異動に

よる現在の職員配置に伴う人件費として介護保険特別会計への繰出金を減額するものでありま

す。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 ４款１項１目保健衛生総務費につきまして、８節報償費２５万4,０００円、１１節需用費

９万1,０００円、１２節役務費5,０００円の合わせて３５万円は、これまでの保健師等による

妊婦及び産婦への訪問・相談事業に加え、今後は助産師も同行し産前・産後サービスの支援体

制を拡充するものであります。財源につきましては、県補助金２分の１を見込んでおります。 

 詳細は「予算審議における事業説明書」１ページをご参照願います。 

 次に、２８節操出金６４万3,０００円の減額は、今年度４月の人事異動による現在の職員配

置に伴う人件費として国民健康保険事業特別会計への操出金を減額するものであります。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 ５款１項１目農業委員会費につきましては、当初予算計上している農地集積支援事業に要す

る経費につきまして、県補助金の採択となったことにより財源振替を行うものであります。 

 ３目農業振興費、１２節役務費７万2,０００円と、１９節負担金、補助及び交付金７万

2,０００円の減につきましては、県補助事業であります米需給調整対策事業に係る事務費にお

いて１９節は補助対象外経費となるため、１２節に予算の組み替えを行うものであります。 

 ２３節償還金、利子及び割引料１０万3,０００円は、多面的機能直接支払交付金事業の対象

地区でありました津呂地区が事業を中止したことに伴い、平成２８年度事業分の県補助金を返

還するものであります。なお、事業実施にはこの県補助金に加え市も継ぎ足し補助を行ってお
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りますので、その分も合わせて１３万6,０００円が津呂地区から雑入として本市へ納入される

こととなっております。 

 ５目畜産振興費、１９節負担金、補助及び交付金産業振興推進総合支援事業費補助金

３３６万2,０００円は、当初予算計上している長期肥育鶏（足摺キング）のブランド化事業に

おきまして、今年度整備する加工処理施設において排水処理及び衛生管理面で不足していた設

備・備品類について追加補正するものであります。財源といたしましては、補助対象事業費の

２分の１を県補助金、６分の１を市が補助するものであります。 

 ５款２項２目林業振興費につきましては、農林水産課におきまして林業振興に係る地域おこ

し協力隊を１０月１日から１名雇用するため、人件費・活動経費などを含め計１９６万

6,０００円を計上しております。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 ５款２項３目鳥獣対策費につきましては、同じく農林水産課で鳥獣対策の地域おこし協力隊

を１０月１日から２名雇用するため、人件費・活動経費などを含め計３７８万円を計上してお

ります。 

 次に、２４ページをお願いいたします。 

 ５款３項２目水産振興費、１３節委託料１７０万円は、メジカ産業再生プロジェクト事業の

一環で、当初予算に計上し実施中の冷凍保管施設建設にかかる設計委託業務につきまして、建

設する建物の面積の増及びボーリング調査費用が増をなったことに伴い追加補正するものであ

ります。財源につきましては、過疎対策事業債を見込んでおります。 

 １９節負担金、補助及び交付金定置網経営改善促進事業費補助金８１万円は、高知県漁協が

所有する足摺岬沖の定置網の設置状況や網成り調査を行う事業に対し補助するものであります。

財源につきましては、補助対象事業費の２分の１を県補助金、４分の１を市が補助するもので

あります。 

 次に、６款１項１目商工振興費、１９節負担金、補助及び交付金土佐清水市商店街魅力向上

事業費補助金５０万円は、地域商業の活性化及び商業機能や商店街の維持・発展に向け土佐清

水市中心市街地商業振興計画に規定のある中心市街地内の店舗を対象に改修費用の一部を補助

するもので、今回は、幸町の珈琲店「トップ」がスイーツ製造用の厨房を設置する経費を補助

金として交付するものであります。財源といたしましては、補助対象事業費の２分の１を県が

直接補助、４分の１を市が補助するものであります。 

 ３目観光振興費、１３節委託料３０万円と、１９節負担金、補助及び交付金３３万

4,０００円は、１０月２３日にあしずり港へ大型客船「ぱしふぃっくびいなす」が入港するこ

とから、歓迎式典と受け入れイベントの実施費用のほか回航経費に対する補助金を計上してお
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ります。財源につきましては、県補助金と幡多広域市町村圏事務組合からの助成金を見込んで

おります。 

 ５目ジオパーク推進費、４節共済費３０万8,０００円と２５ページの７節賃金１８１万

9,０００円の合わせて２１２万7,０００円は、臨時職員１名の雇用にかかる経費を計上してお

ります。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 ７款２項１目道路新設改良費、１３節委託料市道台帳補正業務委託６１５万4,０００円は、

市道の認定・改良・廃止などにより変更になった市道台帳を補正・整理を行うもので、平成

２３年度以降この市道台帳を更新していないため今回実施するものであります。なお今回は、

新規認定路線の道路延長１２ｋｍ、それと改良延長２ｋｍの更新を行うこととしております。 

 次に、２６ページをお願いいたします。 

 ７款５項１目住宅管理費、１１節需用費４００万円は、市営住宅の維持管理に要する修繕料

を追加計上しております。 

 ８款１項６目災害対策費、１１節需用費１４４万円と１８節備品購入費５６万円の合わせて

２００万円は、災害用マットや食器類、テントなどの避難所用の消耗品及び備品類を下川口地

区防災コミュニティセンターへ配備するものであります。財源につきましては、県補助金３分

の２を見込んでおります。 

 同じく１５節工事請負費防災行政無線支柱移転工事９７０万円は、県が実施する県道足摺岬

公園線の道路拡張工事におきまして、津呂・大谷地区の工事施工箇所に設置している市所有の

防災行政無線の支柱２本を移転させるものであります。財源につきましては、移転補償費が県

から全額交付されることとなっております。詳細は「予算審議における事業説明書」２ページ

をご参照願います。 

 次に、２７ページから２８ページをお願いいたします。 

 ９款２項１目学校管理費、１２節役務費１５万円、１３節委託料1,１７０万1,０００円、

１４節使用料及び賃借料１４８万円、１８節備品購入費７０３万7,０００円の合わせて

2,０３６万8,０００円は、市内小学校において個人情報を扱うパソコンとインターネットに接

続するパソコンを分離し、セキュリティの確保・強靭化及び個人情報の漏えい防止を図るもの

であります。詳細は「予算審議における事業説明書」３ページをご参照ください。 

 ９款３項１目学校管理費、１２節役務費６万1,０００円、２８ページの１３節委託料

１６８万4,０００円、１４節使用料及び賃借料２０万7,０００円、１８節備品購入費１６３万

円の合わせて３５８万2,０００円は、先ほどの小学校と同様中学校におきましても、個人情報

を扱うパソコンとインターネットに接続するパソコンを分離し、セキュリティの確保・強靭化
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及び個人情報の漏えい防止を図るものであります。詳細は「予算審議における事業説明書」

４ページをご参照願います。 

 同じく２８ページになります。 

 ９款４項１目社会教育総務費、１３節委託料２２万7,０００円は、日本建築学会より後世に

残したい文化遺産として建築１００選に認定されている「海のギャラリー」を、国の登録有形

文化財に申請するための調査及び資料作成を委託するものであります。詳細は「予算審議にお

ける事業説明書」５ページをご参照願います。 

 次に、９款５項１目保健体育費、１５節工事請負費1,８９０万円は、浦尻運動公園運動広場

の夜間照明設備を現在の水銀灯からＬＥＤ化するものであります。財源につきましては、スポ

ーツ振興くじ助成金と過疎対策事業債を見込んでおります。詳細は「予算審議における事業説

明書」６ページをご参照ください。 

 次に、１９節負担金、補助及び交付金幡多地域エリアネットワーク事業１６万5,０００円は、

県が推進するスポーツ振興プログラムの一環で幡多地域のスポーツ活動の充実を目指し各種ス

ポーツ講座を実施するほか、スポーツ大会への参加者減少や運動部活動の部員・指導者不足な

どの課題等について、幡多広域で連携して取り組みを推進するため新たに組織される協議会へ

の分担金を計上しております。 

 次に、歳入について、説明をいたします。 

 １５ページをお願いいたします。 

 １１款２項２目民生費負担金１１５万1,０００円は、「養護老人ホーム白藤園」への入所者

の個人負担金を計上しております。 

 次に、１３款２項国庫補助金から１４款２項県補助金までは、歳出予算の財源としまして、

その補助率に基づき計上しております。 

 １６ページをお願いいたします。 

 １８款１項１目繰越金2,５７８万2,０００円は、歳出予算の一般財源として計上しておりま

す。 

 １９款４項１目雑入は、先ほど説明いたしました歳出予算の特定財源として計上しておりま

す。 

 ２０款１項４目農林水産業債と８目教育債は、地方債の対象となる事業の財源として、その

充当率に基づき計上しております。 

 ９ページをお願いいたします。 

 第２表繰越明許費「市道船場長野線大規模更新事業（下ノ加江橋架替）における工事委託」

につきましては、昨年度事業の完了がおくれたことにより本年度分の工事の発注が１１月ごろ
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になることから工事期間が来年度にまたがる請負契約となるため、4,０００万円を限度額とし

て繰越明許費を設定するものであります。 

 １０ページをお願いいたします。 

 第３表債務負担行為補正「例規集システムデータベース構築業務及び維持更新委託」につき

ましては、現在使用している「例規集システム」を、事務の効率化及び利便性などの観点から

ほかのシステムに移行するというものであります。新システムの運用は平成３０年４月からを

予定しており、データ移行などの事前準備が約半年必要であることから来年度のシステム運用

経費を含め、平成３０年度までの期間で２１６万円を限度額として債務負担行為を設定するも

のであります。 

 １１ページをお願いいたします。 

 第４表地方債補正につきましては、当該補正予算に関連して既定の地方債の借入限度額を変

更するものであります。 

 １ページをお願いいたします。 

 以上によりまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ7,８５３万7,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額は１０８億6,４７１万4,０００円となります。 

 以上で平成２９年度土佐清水市一般会計補正予算（第４号）の説明を終わります。 

 次に、議案第４３号「平成２９年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号）について」ご説明をいたします。 

 歳入歳出一括して説明いたします。 

 補正予算書の９ページから１０ページをお願いいたします。 

 歳出１款１項１目一般管理費、２節給料と４節共済費の合わせて６４万3,０００円の減額及

び歳入９款１項１目一般会計繰入金６４万3,０００円の減額は、今年度４月の人事異動による

現在の職員配置に伴う人件費を減額するものであります。 

 １ページをお願いいたします。 

 以上によりまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６４万3,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額は３２億1,０７３万5,０００円となります。 

 以上で平成２９年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の説明を終わ

ります。 

 最後に、議案つづりをお願いいたします。 

 議案第４５号から議案第５２号までの議案８件は、平成２８年度における各会計の歳入歳出

決算の認定を求めるものであります。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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○議長（仲田 強君） 次に、議案第４４号「平成２９年度土佐清水市介護保険特別会計補正

予算（第２号）について」説明を求めます。 

 健康推進課長。 

          （健康推進課長 戎井大城君登壇） 

○健康推進課長（戎井大城君） 議案第４４号「平成２９年度土佐清水市介護保険特別会計補

正予算（第２号）について」説明いたします。 

 補正予算書の１０ページをお願いします。 

 歳出から説明いたします。 

 １款１目２節給料１３９万8，０００円並びに４節共済費２０万円は、職員の異動に伴い減

額するものです。 

 １２節手数料３６万6,０００円は、第三者行為求償事務に係る国保連合会への事務手数料と

して計上したものです。 

 ５款１項３目２３節償還金、利子及び割引料3,６４４万6,０００円は、平成２８年度介護保

険給付費の確定により、既に交付されている介護給付費負担金との差額並びに平成２８年度事

業費の確定により、既に交付されている地域支援事業交付金、低所得者保険料軽減負担金との

差額をそれぞれ国、県へ返還するものです。 

 次に、８ページ歳入をお願いします。 

 １款１項１目第１号被保険者保険料３８６万5,０００円の減額は、第三者行為求償金の収入

による減額です。 

 ４款１項１目介護給付費交付金１３８万5,０００円、２目地域支援事業支援交付金１６０万

1,０００円は、平成２８年度介護保険給付費及び地域支援事業費の確定により、既に交付され

ている支払基金交付金との差額が追加交付されるものです。 

 ７款１項５目その他一般会計繰入金１５９万8,０００円の減額は、職員の給料並びに共済費

の減額によるものです。 

 ８款１項１目繰越金3,３４６万円は、平成２８年度繰越金を計上したものです。 

 ９款２項１目第三者納付金４２３万1,０００円は、第三者行為求償金を計上したものです。 

 １ページをお願いします。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,５２１万4,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額は歳入歳出それぞれ２０億1,６５７万6,０００円となります。 

 以上、議案第４４号「平成２９年度土佐清水市介護保険特別会計補正予算（第２号）につい

て」の説明を終わります。 

 審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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○議長（仲田 強君） 次に、議案第５３号「平成２８年度土佐清水市水道事業会計未処分利

益剰余金の処分について」説明を求めます。 

 水道課長。 

          （水道課長 楠目 生君登壇） 

○水道課長（楠目 生君） 議案書つづり１２ページをお願いします。 

 議案第５３号「平成２８年度土佐清水市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について」ご

説明いたします。 

 「利益の処分」については、地方公営企業法第３２条第２項で、「毎事業年度生じた利益の

処分は、前事業年度からの欠損金をうめる場合を除き、条例の定めるところにより、又は議会

の議決を経て、行わなければならない。」とあります。 

 このことから、今回未処分利益剰余金４億6,００６万4,３４３円のうち2,０００万円を減債

積立金に、2,０００万円を建設改良積立金にそれぞれ積み立て、２億2,０００万円を資本金に

組み入れ、残余を繰り越す議案を提出させていただきました。 

 以上、よろしくご審議お願いいたします。 

○議長（仲田 強君） 次に、議案第５４号「土佐清水市立学校給食センター設置に関する条

例の制定について」から議案第５８号「工事請負契約金額の変更について」までの議案５件に

ついて、説明を求めます。 

 総務課長。 

          （総務課長 野村仁美君登壇） 

○総務課長（野村仁美君） 条例案等について説明いたします。議案つづりをお願いいたしま

す。 

 議案第５４号「土佐清水市立学校給食センター設置に関する条例の制定について」、議案つ

づり１３ページから１４ページです。 

 本議案につきましては、平成２９年７月会議で工事請負契約の締結について議決をいただき

ました土佐清水市立学校給食施設について、平成３０年度に給食を開始することから設置に関

する条例の制定について、議会の議決をお願いするものです。 

 議案第５５号「市道路線の廃止について」、議案つづり１５ページから１７ページです。 

 本議案につきましては、道路法第１０条第３項に基づき市道路線の廃止について、議会の議

決をお願いするものです。 

 廃止３路線は、清水第三土地区画整理事業で整備され新たな路線として認定するに当たり、

従前の路線を廃止するものです。 

 議案第５６号「市道路線の認定について」、議案つづり１８ページから２５ページです。 
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本議案につきましては、道路法第８条第２項に基づき市道路線の認定について、議会の議決

をお願いするものです。 

 認定３２路線のうち大浜臼碆松尾線は、県道足摺岬公園線松尾バイパス道路開通に伴い県道

の一部、グリーンハイツ２４号線は造成地内の道路、足摺西笠碆線は足摺水道施設内の道路、

そのほか２９路線は清水第三土地区画整理事業で整備された路線となっております。 

 議案第５７号「幡多広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更及び幡多広域市町村圏

事務組合規約の一部変更について」、議案つづり２６ページです。 

 本議案につきましては、税外債権のうち強制徴収権のある介護保険料、後期高齢者医療保険

料、保育料及びその附帯する債権に関する事務を幡多広域市町村圏事務組合の共同処理する事

務に追加し、幡多広域市町村圏事務組合規約を変更することについて、地方自治法第２９０条

の規定に基づき議会の議決をお願いするものです。 

 議案第５８号「工事請負契約金額の変更について」、議案つづり２７ページです。 

 平成２９年３月６日付で株式会社池工務店代表取締役池俊孝氏と工事請負契約を締結し実施

しております清水小学校体育館棟及び校舎棟（２期）改築工事について、土工事における崩土

処理及び崩落防止のための工事費の増により、契約金額が４２６万7,０８０円の増額となりま

したので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例及び地方自治法の

規定に基づき議会の議決をお願いするものです。 

 以上、ご審議につきましてよろしくお願いいたします。 

○議長（仲田 強君） 以上で、予算案及び条例案等に対する内容説明を終わります。 

 この際、暫時休憩いたします。 

          午前１１時０２分   休  憩 

          午前１１時１５分   再  開 

○議長（仲田 強君） 休憩前に続いて、会議を開きます。 

 次に、今９月会議に、平成２８年度土佐清水市一般会計、特別会計及び水道事業会計の歳入

歳出決算の認定案並びに基金運用状況調書が提出されておりますので、この際、これに関する

監査の報告を監査委員にお願いいたします。 

 監査委員、森 一美君。 

          （監査委員 森 一美君登壇） 

○監査委員（森 一美君） それでは、平成２８年度土佐清水市水道事業会計決算並びに土佐

清水市一般会計、特別会計の決算及び基金運用状況について、その審査の概要と結果を報告い

たします。 

 初めに、水道事業会計について報告いたします。 
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 水道事業会計決算審査意見書の１ページをお願いいたします。 

 審査の期間は、７月３日に書類審査を行い書類審査終了後、窪津簡易水道事業の現地視察を

行いました。 

 審査の方法につきまして、決算審査に当たっては、審査に付された水道事業会計決算書及び

決算附属書類が関係法令に準拠して作成され、経営成績、財政状況を適正に表示されているか、

また、会計事務が正しく執行されているかを検証するため、決算諸表、その他帳簿類及び証拠

書類の照合等を行うとともに、関係職員から内容説明を聴取するなどにより審査を実施しまし

た。 

 審査結果につきましては、審査に付された決算諸表、その他の帳簿及び証拠書類は、地方公

営企業法、その他の関係法令に準拠して作成されており、計数についても正確で平成２８年度

水道事業の経営成績及び当年度末現在の財政状況を適正に表示されているものと認めました。 

 なお、審査の過程で見受けられた簡易な事項については、その都度、指摘・指導したので省

略しております。 

 審査の概要につきましては、平成２８年度の水道事業の給水状況を対前年で見ると、給水人

口については、上水道が１４７人、また簡易水道についても８７人と減少していることから、

それに伴い総給水量も１８４万6，１２５㎥と前年に比べ７７８㎥減少しております。 

 経営状況を収益的収支で見ると、収入額は２億9,７８８万3,８０６円で前年度と比較すると

５２０万2,１３０円の減収、支出額は２億9,１１０万3,２４２円で３０９万6,１９３円の増額

となっており、収益的収支では、６７８万５６４円の黒字となっています。これに、前年度繰

越利益剰余金４億5,３２８万3,７７９円を加えた当年度未処分利益剰余金は４億6,００６万

4,３４３円となっています。このうち、減債積立金に2,０００万円、建設改良積立金に

2,０００万円をそれぞれ積み立て、資本金に２億2,０００万円を組み入れると、翌年度への繰

越利益剰余金は２億６万4,３４３円となります。 

 以下、項目ごとの詳細な審査状況について報告いたします。 

 ２ページをお願いいたします。 

 業務状況につきましては、平成２８年度末における給水世帯及び人口は、7,２００世帯、

１万3,８７７人で前年度と比較すると上水道で２９世帯１４７人の減、簡易水道で４世帯

８７人の減となっており、施設利用率は３９％と前年度比率で1.２％減少しています。 

 配水量等の前年度比較では、配水量は５万7,５１４㎥の減、有収配水量は７７８㎥の減、有

効無収水量は4,１１６㎥の減となっています。 

 漏水量については、前年度に比べ５万2,６２０㎥減少しており、漏水率も２0.２％と前年度

の数値に比べると1.６％の減となっています。漏水対策として、老朽箇所の修繕や漏水箇所の
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早期発見に取り組んでおり、中浜簡易水道では、老朽化した送・配水管の更新を実施しました。 

 簡易水道事業では、窪津の開地区の配水池設置、配水管の布設及び取水施設等の更新を行い

ました。斧積簡易水道事業は、工事が全て完了し平成２８年度から給水を開始しています。 

 次に、予算の執行状況でありますが、当年度の収益的収入は、予算額の３億1,９１３万

4,０００円に対し、決算額は２億9,７８８万3,８０６円で前年度決算額３億３０８万

5,９３６円と比較して、５２０万2,１３０円の減収となっています。これは給水人口の減少に

伴う給水収益が４０７万2,６７１円の減収となり、営業外収益の一般会計繰入金1,４２９万

3,０００円の減収が主な要因です。 

 なお、簡水債の利息に対する繰り入れ、以布利ダム管理費負担金として、一般会計から

９７６万4,０００円を繰り入れています。 

 なお、予算額に対する収入率は９3.３％となっています。 

 一方、収益的支出は、予算額３億９９万6,０００円に対し、営業費用では原水及び浄水費と

給水及び配水費、総経費、営業外費用では地方債元利償還金の利息、特別損失では過年度損益

修正損益が減額したものの、営業費用の減価償却費、資産減耗費が増額となったため、決算額

は２億9,１１０万3,２４２円で前年度と比べ３０９億6,１９３万円の増額となり、予算に対す

る執行率は９6.７％となっています。 

 次に、資本的収入及び支出について報告します。 

 収入総額は、予算額４億1,１８４万6,０００円に対し、決算額は３億5,０７７万1,０００円

となっており、窪津簡易水道事業の実施分に対する国庫補助金、簡水債、過疎債などにより、

前年度と比べ１億5,１４７万6,０００円の増額となっています。支出総額は、予算額５億

4,２７５万3,４８０円に対して、決算額は４億4,７６８万6,８３９円で前年度と比較すると

１億3,２９１万1,２９６円の増額となり、予算額に対する執行率は８2.５％となっています。 

 その結果、収入が支出に対し不足する9,６９１万5,８３９円は、過年度分当年度分損益勘定

留保資金の8,２６２万2,４３７円、当年度分消費税保留額1,４２９万3,４０２円により補填さ

れております。 

 その他の事項については、省略させていただきます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 経営成績の収益的収支につきましては、当年度の収支は総収益２億9,７８８万3,８０６円に

対し総費用は２億9,１１０万3,２４２円となっており、その結果、当年度純利益は６７８万

５６４円となり、前年度と比べると８２９万8,３２３円の減収となっております。 

 次に、原価事項につきましては、有収水量１㎥当たりの給水収益は１２7.９１円で前年度と

比較すると2.１５円の減額となっています。一方、給水原価も１３1.２０円で前年度と比較す
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ると5.０３円の減額となっており、販売利益は１㎥当たり3.２９円の赤字が見込まれます。 

 ５ページをお願いします。 

 財務状況の資産の状況につきましては、本年度の貸借対照表において資産合計額は３９億

4,６８４万6,２７７円となっており、前年度と比較して構築物等の増額により、２億

6,９９８万7,１２９円増加しています。 

 資産の内訳は、固定資産が３３億5,９２０万6,９３０円で資産全体の８5.１１％、流動資産

は５億8,７６３万9,３４７円で１4.８９％となっています。 

 次に、負債の状況につきましては、本年度の貸借対照表において負債合計額は２７億

1,６８４万6,８８４円となっており、前年度と比較して２億6,３１３万1,５６５円増加してお

ります。 

 負債の内訳につきましては、固定負債が１２億5,２４５万1,６０５円で負債全体の

４6.１０％、流動負債は３億1,２５６万7,１０１円で１1.５０％、繰延収益は１１億

5,１８２万8,１７８円で４2.４０％となっています。 

 次に資本の状況につきましては、資本合計額は資本金の５億2,１２５万8,４１８円と剰余金

の７億８７４万９７５円で合計１２億2,９９９万9,３９３円となっており、前年度と比較する

と６８５万5,５６４円増加しております。 

 その他についてでありますが、本年度末の預金並びに現金残高は、３億1,８９４万

9,８２０円で、帳簿書類と預金通帳並びに定期預金証書と照合・確認をした結果、相違ないこ

とを確認しました。 

 最後に、指摘及び要望事項について報告します。 

 ６ページをお願いします。 

 有収水量の確保につきまして、当年度における総配水量は２４５万4,０３９㎥、有収給水量

は１８４万6,１２５㎥となっており、有収率は７5.２％で前年度と比較すると1.７％増加して

います。 

 漏水量は４９万5,６４９㎥で漏水率は２0.２％となっており、前年度と比較すると1.６％減

少しています。漏水率が２５％以上となっているのは、立石、布、下ノ加江、大谷、中浜、下

川口、宗呂、貝ノ川地区の８カ所で配管の交換や修理等により一定の改善が図られているもの

の、上水道では１4.３％で簡易水道では２6.９％であり、給水区域全体の漏水率は２0.２％と

依然高い状況であることから、引き続き、漏水調査による配管の布設替工事等を実施し漏水対

策に努めることを要望いたします。 

 工事関係につきましては、窪津簡易水道整備事業に対する現地監査を実施し、取水施設や浄

化施設・電気室・電気計装設備・配水池・配水管・送水管の工事の完了を確認し、設計に基づ
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き施行されていることを認めました。また、送・配水管の漏水改善工事として、中浜簡易水道

の送・配水管布設替工事と漏水調査や部分的な補修工事について、担当者から説明があり状況

を確認しました。 

 施設の維持管理はもちろんのこと、漏水改善・耐震化工事を実施するに当たり、施設整備計

画に基づき、健全な建設改良事業に努められますよう要望いたします。 

 水道使用料の未収金対策につきまして、当年度末の未収金は5,１８９万5,８９０円で前年度

末と比較すると２２６万7,４４８円の減額となっています。未収金対策として督促通知を発送

した後、６カ月以上の滞納者には停水通知を発送、進展がなければ停水措置や分納誓約による

納入など対策を講じているようでありますが、引き続き、法的措置を含めた適正な債権管理や

滞納整理を行うように要望いたします。 

 水道料金の値上げにつきましては、施設の老朽化が原因である漏水対策・耐震化対策が問題

になっている今、大規模な改修が必要であるものの人口減少による給水収益の減少が大きく影

響してきています。今後も安定的な運営を行うには、水道料金の見直しは必要であり、現在、

水道料金の値上げについて検討中とのことでありますが、早期の判断が必要と考えます。 

 続きまして、一般会計及び特別会計決算並びに基金運用状況について報告いたします。 

 この白いほうですが、これの１ページをお願いいたします。 

 審査の期間につきましては、７月１０日から２０日までの間、延べ７日間にわたって行いま

した。 

 審査の方法につきましては、平成２８年度一般会計並びに各特別会計の審査に付された歳入

歳出決算書、同事項別明細書、基金運用状況調書、その他関係書類等について、決算の計数が

正確であるか、予算の執行が関係法令に準拠して適正かつ効率的になされているかに主眼をお

いて審査を行いました。 

 また、各会計の計数を点検・照合するとともに、関係職員から内容説明を聴取し、あわせて

例月出納検査及び定期監査の結果を参考にして厳正に行いました。 

 ２ページをお願いいたします。 

 審査結果につきましては、審査に付された各会計の歳入歳出決算書並びに関係書類の計数は、

いずれも正確で関係法令に準拠して調整されており、効率的かつ効果的に執行されていました。 

 また、予算の執行並びに財政の運営状況や基金の運用状況についても、調書の計数は正確で

適正に運用されていることを認めました。 

 続きまして、審査の概要と主な事項について報告いたします。 

 一般会計並びに特別会計の総括につきましては、平成２８年度一般会計並びに特別会計の歳

入歳出の決算状況を前年度と比較すると、歳入は１７１億6,９７２万8,６５８円で３億
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３７６万1,８５４円、歳出は１７０億５６５万3,２２７円で２億9,７５３万7,８９１円のそれ

ぞれ増額となっており、形式収支では１億6,４０７万5,４３１円の黒字となっています。その

うち、翌年度への繰越財源額の8,１６５万5,１２０円を差し引くと、実質収支額は8,２４２万

３１１円の黒字となっております。 

 次に、一般会計の決算状況につきましては、予算現額１２５億8,７７６万1,３８０円に対し、

歳入決算額が１１６億2,６４１万7,６４２円となっており、前年度比で5.２７％の増、歳出決

算額も１１５億１９６万３７４円で、前年度比5.６９％の増となっています。 

 形式収支では１億2,４４５万7,２６８円の黒字決算となっておりますが、事業の繰り越しに

伴い翌年度へ繰り越すべき財源8,１６５万5,１２０円を差し引いた実質収支は4,２８０万

2,１４８円の黒字決算となっています。また、当年度から前年度の実質収支を差し引いた単年

度収支は9,８７８万2,７３６円の赤字となっています。これに財政調整積立金7,１０９万

5,０５４円を充当し積立金１億2,７３９万6,０００円を取り崩しており、その結果、実質単年

度収支では１億5,５０８万3,７８２円の赤字となっています。 

 ３ページをお願いします。 

 歳入につきましては、予算現額１２５億8,７７６万1,３８０円に対して、調定１２３億

８９７万1,３１１円で収入済額は１１６億2,６４１万7,６４２円となっており、前年度に比べ

５億8,１８５万9,１０９円の増となっています。予算現額に対する収入率は９2.３６％となっ

ており、前年度と比べ2.７３％の増となっており、調定額に対する収入率は９4.４５％で

1.１６％の増となっています。 

 各款別の構成比率は、市税収入が１1.０５％で税外収入は８8.９５％となっております。市

税の収入済額は１２億8,５１０万4,８０５円で前年度に比べ5,０２４万2,３３３円の増、税外

収入も１０３億4,１３１万2,８３７円となっており、前年度と比べ５億3,１６１万6,７７６円

の増となっています。 

 調定額のうち1,０３７万3,２０１円の不納欠損を行った結果、最終的な収入未済額は６億

7,２１８万４６８円となっております。 

 各款別の決算状況につきましては４ページから６ページに記載しておりますが、前年度と比

較して増額となっているのは、市税、自動車取得税交付金、国庫支出金、財産収入、寄附金、

繰入金、市債などであります。 

 ６ページの中段からをお願いします。 

 歳出につきましては、支出済額が１１５億１９６万３７４円となっており、前年度と比べ

６億1,９６２万4,８０５円の増額となっております。その要因といたしましては、中央公民館

新築工事、清水小学校校舎棟第１期工事が終了したためであります。 
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 執行率は９1.３７％となり、前年度と比べ3.０５％の増となっています。 

 不用額は４億2,９２０万6,１６６円で総務費を初め、総額で６億5,６５９万4,８４０円を翌

年度に繰り越しています。また、決算統計における性質別決算状況については、人件費、扶助

費等の義務的経費が５２億5,１３０万7,０００円で普通建設費、災害復旧費等の投資的経費は

２６億9,５１８万3,０００円となっています。 

 予算に対する構成比率は、義務的経費が４6.３０％で投資的経費は２3.７６％となっており

ます。 

 各款別の決算状況につきましては、７ページから８ページに記載しておりますが、前年度と

比較して増額となっているのは、農林水産費、商工費、教育費などであります。 

 ９ページをお願いします。 

 ６特別会計の決算額は、歳入５５億4,３３１万1,０１６円に対し、歳出は５５億３６９万

2,８５３円となっており、差し引き3,９６１万8,１６３円の黒字となっています。 

 各特別会計の決算状況については、９ページから１０ページまで掲載しております。 

 国民健康保険事業特別会計につきまして、国民健康保険税の収納状況は、現年度の調定額

４億4,５８０万8,６００円に対し、収入済額は４億2,４４７万3,７７２円となっており、収納

率は９5.２１％で前年度に比べ0.４８％低下し、収入未済額は2,１３３万4,８２８円となって

います。 

 一方、滞納繰越分は、調定額が5,１２８万2,８７３円で収入未済額は1,８５５万6,５２０円

となっており、収納率は３6.１８％で前年度に比べ1.９９％向上しています。その結果、不納

欠損した４３０万3,３２６円を差し引いた滞納繰越分に係る収入未済額は2,８４２万

3,０２７円となり、国民健康保険税全体の収入未済額は4,９７５万7,８５５円となっています。 

 その他の特別会計については、省略させていただきます。 

 １１ページをお願いします。 

 財務分析につきましては、２８ページの表１３に年度別推移を掲載しており、本年度につい

ては財政力指数が0.２５０、経常収支比率が９3.７％、実質収支比率が0.８％、実質公債費比

率が１7.９％となっています。 

 １２ページをお願いします。 

 基金の運用状況につきましては、定期預金証書等と照合、確認を行い、各種基金とも目的に

沿って運用がなされていることを確認いたしました。 

 １２・１３ページに掲載しています運用状況については、説明を省略させていただきますの

で、あとでご確認のほどよろしくお願いします。 

 １３ページをお願いします。 
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 財産につきましては、財産に関する調書により審査を行いました。その結果は１３ページ中

段から１４ページに掲載しております。 

 １４ページの中段になりますが、現地監査につきましては、７つの事業について現地で担当

者から説明を受けながら施工状況等を確認し、適正に施工されていることを認めました。 

 続きまして、指摘及び要望事項について報告いたします。 

 市税等の収納状況につきましては、調定額１４億９４万4,５００円に対し、収入済額は

１２億8,５１０万4,８０５円で不納欠損額の９９２万1,３０１円を差し引いた収入未済額は

１億５９１万8,３９４円となっています。 

 現年度分の収納率は９7.６３％で前年度に比べ0.３６％向上しており、滞納繰越分の収納率

については１9.４５％と前年度に比べ2.０７％低下しています。市税全体の収納率は

９1.７３％で前年度に比べ0.５４％の向上となっております。市税等の収納対策については、

自主財源の確保及び市民負担の公平性の観点からも関係する課と連携し、効率的な債権回収方

法について職員の専門知識の向上に努め、より効果的な滞納整理を推進するよう要望します。 

 １５ページをお願いします。 

 税以外の未収金について、依然として各種貸付金や使用料等については、多額の収入未済額

があることから、滞納状況を的確に把握し対応するとともに、可能な範囲で収納推進課と連携

した未収金の収納効率向上を図るための施策を行い、必要に応じては法的手段を検討するなど

厳選に対応するように要望します。 

 負担金、補助金及び交付金については、各団体及び代表者から提出された決算報告や実績報

告により、負担金、補助金、交付金が支払われておりますが、なお、負担金、補助金等の交付

決定については、申請に沿った事業が実施されているかの確認を行った上で、適正な補助金の

交付を要望します。 

 次に、財政の健全化について、自主財源が乏しく財源の多くを依存財源に頼っている本市に

とっては、国の政策転換などによる各種交付金等の見直しが、本市の財政に大きな影響を及ぼ

すこととなります。実質公債費率は１7.９％で早期健全化基準となる２5.０％を下回ったもの

の、今後も大型事業の実施が控えていることや人口減に伴う普通交付税の減額が見込まれるこ

となどにより、実質公債費比率が年々悪化することが予想されます。 

 経常収支比率も昨年より1.３％高くなり、高い状態が続いていることなどから財政が硬直化

し、弾力性を欠く財政構造であると判断されるため、今後もより一層の財務管理を要望します。 

 また、財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率においては、いずれも早期健全化

基準を下回っているものの、常に財務状況を正確に把握することが不可欠で、受益と負担の公

平性を確保しつつ、事業の効率的、効果的な行政運営を推進し、財政の健全化に向け一層の努



 

－ 27 － 

力を望みます。 

 最後に特別会計についてでありますが、各特別会計は、その設置目的に沿って適正に執行さ

れていることが認められましたが、依然、高齢化の進展はとまらず国民健康保険事業に係る医

療費は被保険者の減少にもかかわらず、さほど縮小しておらず、今後も影響が見込まれること

から、保険税収等の財源の確保に努め健全な事業運営を図られることを要望します。なお、国

民健康保険事業については、赤字が縮小されているものの繰り上げ充用での事業運営がなされ

ており、来年度以降も繰り上げ充用による決算処理が懸念されます。平成３０年度から高知県

による財政運営となることを踏まえて、適切な取り組みを要望いたします。 

 また、指定介護老人福祉施設事業及び介護サービス事業についても、年度末（３月３１日）

基金残高は、特別養護老人ホーム事業基金が2,０５５万6,３８１円になっていることから、引

き続き施設運営体制の改善を要望いたします。 

 以上で、平成２８年度土佐清水市水道事業会計決算、一般会計、各特別会計決算及び基金の

運用状況に係る決算審査の報告を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（仲田 強君） 監査委員の報告は終わりました。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 次の本会議は、９月１１日午前１０時に再開いたします。 

 なお、質疑及び一般質問の通告の期限は、９月６日午前１１時でありますので念のため申し

添えておきます。 

 本日の会議はこれをもって散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

          午後 ０時０４分  散  会 

 

 


